
2022年10月5日、シンガポールにおいてHello  Tomorrow 

APAC SUMMIT2022が開催され、キングスカイフロントに所在

する株式会社ブレイゾン・セラピューティクスが出場しました。

同社からは代表取締役社長 兼 CEO Philip Davy氏が登壇、

ファイナリスト15名が発表を行う中、1位に見事入賞を果たし、

2023年3月にパリにおいて開催されるGlobal Summit in Paris 

への出場を決めました。 

同社は、東京大学大学院工学系／医学系研究科・片岡一則

教授（当時）（現 東京大学名誉教授）および東京医科歯科

大学大学院医歯学総合研究科・横田隆徳教授の共同研究

成果である「脳内への薬剤デリバリーに関する画期的な技

術」を、医療・ライフサイエンス領域において、応用・実用化す

ることを目的として設立されたスタートアップです。 脳疾患を

治療するためには薬剤を脳に届ける必要がありますが、脳に

は生体バリアがあるため薬剤を的確に送達することは極めて

困難です。 同社は、トランスフェリンレセプターリガンド修飾ミ

セルを用いることでこの課題の解決を図っています。また同

社の技術は、様々な様態の薬剤（低分子化合物、核酸医薬

品など）に適応する高い汎用性と投与量と比較して高い送達

効率を示すといった他にない特徴を備えており、 実用化に向

けての期待が高まっています。 

Hello Tomorrowはパリを拠点としたNPO法人で、ディープテッ

クにおいて世界に幅広いネットワークを有し、研究開発や起

業家に対する支援を通じて現代社会向けのソリューションや

革新的な技術の社会実装を促進しています。Hello Tomor-

row Challengeは同法人が主催する世界最大級のディープ

テック分野のビジネスコンテストであり、ブレイゾン社は9月13

日に開催された日本大会であるJapan Challenge2022におい

て上位2社に入り、アジア大会のHello  Tomorrow  APAC 

SUMMIT2022に出場しました。 

世界大会にあたるGlobal Summit in Parisは、2023年3月9日

～10日に開催される予定で、Global Challengeの優勝チーム

が決まります。最先端技術を開発し

ている約1000のスタートアップや、

300を超えるディープテクノロジー投

資家などDeep Techに関わるプレイ

ヤーが一同に会する中で、同社の

技術に注目が集まることでしょう。皆

様、応援をよろしくお願いします。 
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Hello Tomorrow Global Summit の 

Webサイトはこちら 

https://hello-tomorrow.org/global-summit/


遺伝⼦治療研究所の開発製品 
国内初の治験始まる 

株式会社遺伝子治療研究所は2022年10月17日、
自治医科大学附属病院において、同社開発品で
あるパーキンソン病を対象としたGT0002Xの投与
が行われたことを発表しました。 

この治験は、長期にわたる症状の改善を目指し、
人体に無害なウイルスを使って遺伝子を脳内の
狙った場所に送り込みドーパミンの放出を促すもの
です。今後、月に1人程度のペースで患者12人に
投与し、経過を観察して安全性と有効性を調べ、
新たな治療法としての承認を目指すとしています。 

 株式会社遺伝子治療研究所のニュースリリースはこちら 

「シェアラボ Pitch! @CIC x KING SKYFRONT」を開催  
弊事業部は9月21日、スタートアップ向けラボ施設の運営者及びラボに入居するライフサイエンス系スタートアップによる
ピッチイベントを開催しました。キングスカイフロントから"iCONM in collaboration with BioLabs "と株式会社ブレイゾン・セ
ラピューティクスが参加し、シェアラボの仕組みやナノ医療イノベーションセンターの利点について話しました。

日本におけるイノベーション・エコシステムの構築のため、ライフサイエンス分野の実験用
ラボ施設が注目されています。

特に「シェアラボ」は、ラボのスペースや設備を共有することで、スタートアップ企業が最小
限の投資でその日のうちに実験を開始できるため、非常に魅力的な存在となっていま
す。しかし、日本ではまだまだシェアラボの充実が求められています。イベントの最後の
セッションでは、スタートアップ企業やラボ経営者のパネリストが「地方でシェアラボからイ
ノベーション・エコシステムを作るにはどうしたらいいか」について議論し、聴衆を巻き込ん
で大いに盛り上がりました。

画像 
購読のご案内

スペイン⼤使館経済商務部、スペイン企業が来訪
10月11日、スペイン大使館経済商務部とスペイン企業の皆様がキングスカイ

フロントに来訪されました。今回の来訪の目的は、日本におけるライフサイエン
ス・エコシステムに関する現状の視察と、立地機関との交流を通じ日本とのビジ
ネス交流のヒントを得るためのものです。

はじめに訪れたナノ医療イノベーションセンターでは、永井副センター長から疾
患を予防・治療するナノマシンや、精度が高く身体負担が少ない診断デバイス等
の開発による体内病院®構築の取組みについて説明を受けた後、オープンイノベーション創出のため整備された特徴的
な施設を見学されました。 

また、国立医薬品食品衛生研究所では、本間副所長から日本で最も古い国立試験研究機関としての歩み、医薬品、食

品、生活環境などにおけるレギュラトリーサイエンスの取組みについて説明を受けました。医療機器部（山本部長）、再生・

細胞医療製品部（佐藤部長）、生化学部（近藤部長）、薬理部（諫田部長）からは具体的な研究活動の紹介を受け、興味

深く聞かれていました。 

シェアオフィス「殿町コネクト」利⽤者募集
Research Gate Building Ⅱ内に所在するキングスカイフロント
シェアオフィス「殿町コネクト」の利用者を募集しています。

キングスカイフロントに活動の拠点をお持ちに
なられたい方は是非、ご検討ください。11月か
らは開室時間を延長し、平日は午後10時ま
で、土曜日は午後6時までご利用いただけま
す。（日・祝は閉室）

キ ン グ ス カ イ フ ロ ン ト の 最 新 情 報 を お 届 け す る
i-Newsletterを購読ご希望の方は、こちらよりお申し込
み く だ さ い。年 4 回 の 発 行 で、購 読 は 無 料 で す。 

https://ws.formzu.net/fgen/S93679955/
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【12/9締切】モノづくり企業のための細胞培養研修 
ライフサイエンスの分野では、技術の発展や研究開発の多様化
に伴い、新たな培養機材や機器等の開発、異分野技術の活用
が求められています。

そこで、ライフサイエンス分野にご関心を持つモノづくり企業の皆
様を対象に、細胞培養の開発ニーズに自社技術をどう活かせる
かを検討される機会として、細胞培養研修を開催いたします。 

同研修には、キングスカイフロントにおいて再生・細胞医療の産
業化拠点であるライフイノベーションセンターを整備した神奈川
県をはじめ、同施設内でオープンラボを運営するバイオテック・ラ
ボ、同施設で研究開発を行っている大阪サニタリー、そして弊事
業部も登壇予定です。奮ってご参加ください。 

研修の詳細についてのWebサイトはこちら

https://www.genetherapy-ri.com/media
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/mv4/advanced/kenshu2022.html

